
風
信

　
日
野
江
有
馬
藩
主
有
馬
晴
信
が「
岡
本
大
八
事
件
」に
連
坐
し
て
慶
長
十
八
年（
一

六
一
三
）改
易
の
う
え
死
を
賜
っ
た
事
は
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る

が
、
嫡
子
直
純
が
咎と
が

め
も
な
く
、
む
し
ろ
加
増
さ
れ
転
封
と
な
っ
て
い
る
事
実
に
疑

問
が
生
じ
た
事
が
本
稿
を
起
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
経
緯
を
時
系
列
的
に
簡
記
し
て
み
た
。

一
、
直
純
、
加
増
転
封
の
背
景

　
直
純
、
加
増
の
う
え
転
封
と
な
っ
た
の
は
直
純
の
妻
帯
に
鍵
が
あ
っ
た
。
直
純
は

「
関
ヶ
原
役
」直
後
の
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）冬
、
大
阪
の
家
康
に
父
と
共
に
伺
候
、

そ
の
ま
ま
家
康
の
傍
に
近
侍（
体て
い

の
い
い
人
質
）、
そ
の
時
直
純
十
五
歳
、
利
発
さ
が

家
康
に
気
に
入
ら
れ
た
よ
う
で
家
康
が
自
分
の
養
女
と
し
て
養
育
し
て
い
た
娘「
国

姫
」を
直
純
に
娶め
あ
わ

せ
て
い
る
。
国
姫
は
家
康
の
股こ

肱こ
う

の
臣「
本
多
平
八
郎
忠
勝
の
嫡

男
忠
政
」の
娘
で
あ
る
。
時
に
慶
長
十
五
年（
一
六
〇
五
）の
こ
と
だ
が「
直
純
は
す
で

に
結
婚
し
て
い
た
が
、
国
姫
と
結
婚
す
る
為
前
妻
は
離
別
し
た
」と
の
説
も
あ
る
。

な
に
は
と
も
あ
れ
国
姫
と
の
結
婚
が
直
純
に
陽
の
目
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
間

違
い
な
い
。
実
は
国
姫
の
母
は「
家
康
の
長
男
で
後
年
信
長
の
命
で
切
腹
さ
せ
ら
れ

た
信
康
の
忘
れ
形
見
」で
本
多
忠
政
に
嫁
い
で
い
た
も
の
で
家
康
の
曾
孫
で
あ
り
、

目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
存
在
が
国
姫
で
あ
っ
た
。
そ
の
婿
に
な
っ
た
直
純
も
憎
か

ろ
う
筈
は
な
い
。「
肥
前
は
耶
蘇
多
く
治
め
易
か
ら
ざ
る
故
」を
も
っ
て
一
万
三
千
石

加
増
の
上
、
五
万
三
千
石
で
日
向
県あ
が
た（
の
ち

の
延
岡
）に
転
封
と
な
っ
た
の
だ
が
、
背
景

に
は
家
康
の
好
意
あ
る
配
慮
が
窺
え
る
。

二
、
直
純
の
左
遷
転
封
の
原
因
　
山や
ま
陰か
げ
一
揆

　
直
純
が
日あ
が
た

向
国
県
藩（
有
馬
氏
転
封
の
後

は
延
岡
藩
と
な
っ
た
の
で
以
後
は
延
岡
と
改

め
る
）の
初
代
藩
主
で
、
嫡
男「
大
助
」は
元げ
ん

和な

二
年（
一
六
一
五
）家
康
の
諱い
み
な

一
字
を
賜

り「
康
純
」と
名
乗
る
。（
こ
れ
を
偏へ
ん

諱き

と
い
う
）直
純
が
日
野
江
か
ら
延
岡
に
転
封
に

な
っ
た
時
、
家
臣
団
の
な
か
に
は
浪
人
、
帰
農
す
る
者
が
多
く『
国
乗
遺
物
抄
』な
ど

で
は「
騎
馬
八
拾
騎
、
足
軽
三
百
人
を
云
々
」と
数
字
を
示
し
て
い
る
が
い
ず
れ
に
し

て
も
直
純
転
封
に
従
わ
な
か
っ
た
家
臣
が
多
か
っ
た
の
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。

　
い
わ
ば「
徳
川
禁
令
考
の
軍
役
人
数
」に
満
た
な
い
定
員
割
れ
の
状
態
で
延
岡
に
入

部
し
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て「
直
純
」「
康
純
」の
代
は
家
臣
団
の
充
実
整
備
、
藩
政

改
革
と
城
下
町
の
整
備
に
力
を
注
が
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果

「
寛
永
年
間（
一
六
二
四
～
）の『
分
限
帳
』で
は「
三
二
五
人
の
武
士
団
を
抱
え
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
因
み
に
大
名
の
家
中
は「
士
分
で
あ
る
侍
」と「
騎
馬
を
許
さ

れ
な
い「
徒か
ち

士
さ
む
ら
い

」の
準
武
士
格
を
指
し
、
軽
輩
で
あ
る
足
軽
、
中
間
は
区
別
さ
れ
る
。

だ
が
戦
時
下
に
は
軽
輩
や
農
民
も
組
入
れ
ら
れ
る
の
で
実
数
は
三
倍
四
倍
に
も
膨ふ
く

れ

る
の
が
実
情
で
あ
る
。
因
み
に『
徳
川
禁
令
考
』の「
軍
役
」で
は「
五
万
石
の
場
合
千

五
人
」を
課
し
て
い
る
。

　
尚
、
初
代
直
純
は
寛
永
十
八
年（
一
六
四
一
）参
勤
の
途
上
大
阪
で
病
死
し
て
い
る
。

三
、 

三
代
清
純
　
糸
魚
川
に
左
遷

　
清
純
は
父
・
康
純
が
延
宝
七
年（
一
六
七
九
）六
十
六
歳
で
致
仕
に
伴
い
同
年
襲
封

し
た
。
そ
の
時
、
清
純
三
十
五
歳
ま
さ
に
油
の
乗
り
切
っ
た
壮
年
大
名
で
あ
っ
た
。

し
か
し
政
治
は
家
臣
を
信
頼
し
て
任
せ
っ
き
り
の
よ
う
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
落
し

穴
に
な
っ
た
よ
う
だ
。「
天
和
」「
貞
享
」以
降
続
い
た
飢
饉
は
延
岡
領
内
の
百
姓
に
多

大
な
打
撃
を
与
え
、
年
貢
未
納
の
末
、
逃
散
す
る
百
姓
一
揆
が
散
発
的
に
発
生
、
そ

れ
で
も
郡
代
役
人
や
そ
れ
に
媚こ

び
る
村
役
人
の
苛
酷
な
ま
で
の
年
貢
取
立
に
業
を
煮

や
し
た「
山や
ま

陰か
げ

村（
現
東
郷
町
）百
姓
男
女
一
四
二
二
人
が
村
を
放
棄
し
隣
領
の
高
鍋

領
に
逃
散
し
逃
げ
込
み
、
延
岡
領
の
悪
政
十
二
項
目
を
挙
げ
嘆
願
書
を
提
出
し
て
い

る
。
郡
代
や
村
役
人
の
実
名
を
挙
げ
た
嘆
願
書
の
作
成
に
関
係
し
た
の
が
、「
被
官

百
姓
」と
い
わ
れ
た
、
か
つ
て
は
有
馬
家
に
仕
え
て
い
て
罪
を
得
て
山
陰
村
に
居
着

し
た
武
士
等
で
あ
っ
た
。
史
料
を
深
読
み
す
る
と「
藩
内
の
派
閥
争
い
で
被
官
百
姓
」

と
な
っ
た
帰
農
武
士
が
、
裏
で
工
作
し
、
そ
れ
が
一
揆
と
な
っ
て
暴
発
し
た
の
が
実

情
の
よ
う
で「
山
陰
一
揆
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
結
局
は
幕
府
の
介
入
を
誘
う
こ
と
と

な
り
清
純
は
元
禄
四
年（
一
六
九
二
）「
政
道
不
行
届
の
廉か
ど

」で
越
後
国
糸
魚
川
に
左
遷

と
な
っ
て
い
る
。
百
姓
一
揆
は
領
主
を
左
遷
に
追
い
込
ん
だ
と
し
て
一
揆
関
係
者
十

四
名
も
死
罪
遠
島
の
処
分
を
う
け
終
結
し
て
い
る
。

四
、
糸
魚
川
か
ら
丸
岡
へ
　
晴
信
の
汚
名
を
雪
い
だ
苗
孫
た
ち

　
清
純
は
越
後
国
糸
魚
川
に
元
禄
五
年
二
月
家
老
ら
を
送
り
土
地
柄
を
調
査
、
そ
の

結
果
糸
魚
川
は
領
土
が
狭
く
寒
冷
の
地
の
う
え
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
た
。
清
純
は
、そ
の
時
目
を
見み

瞠は

る
よ
う
な
果
断
な
措
置
を
探
っ
て
い
る
。

　
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）六
月
十
九
日
、
九
艘
の
舟
で
延
岡
を
出
発
し
た
の
を
始
め

九
回
に
亘
っ
て
移
動
を
開
始
し
た
が
途
中
で
資
金
不
足
が
生
じ
中
断
、
元
禄
六
年（
一

六
九
三
）四
月
糸
魚
川
に
先
着
し
て
い
た
藩
主
清
純
は
延
岡
に
残
っ
て
い
た
家
臣
に

「
触
れ
状
」を
送
っ
た
。
現
訳
し
簡
記
す
る
と

糸
魚
川
は
大
変
な
と
こ
ろ
で
先
着
し
た
家
臣
は
苦
労
し
て
い
る
。
日
向
に
残
り

た
い
者
は
無
理
し
て
来
な
く
て
も
良
い
。

そ
の
意
味
は
体
の
良
い
希
望
退
職
募
集
で
あ
る
。
事
実
三
〇
八
人
の
退
職
者
を
出
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
内
訳
を
見
る
と「
康
純
が
延
岡
時
代
に
新
規
召
抱
え
た
者
で
、
延

岡
に
土
着
し
て
い
て
田
畑
を
所
有
し
、
永な
が
の
暇い
と
ま

と
な
っ
て
も
路
頭
に
迷
う
者
で
な
い
者

が
多
く
、
日
野
江
以
来
の
譜
代
の
臣
は
外
し
て
い
る
」こ
と
が
判
り
清
純
の
心
労
の
程
が

窺
え
る
。
然
し
、
そ
の
人
員
整
理
も
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）に
は「
武
士
三
二
二
人
足

軽
中
間
五
六
五
人
」が
康
純
の
延
岡
初
期
の
頃
に
戻
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
清
純
は

糸
魚
川
で「
無
城
主
大
名
」の
立
場
に
甘
ん
じ
て
い
た
が
、
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）、
越

前
丸
岡（
福
井
県
上
田
市
丸
岡
町
）に
転
封
と
な
り
、
待
望
の「
城
持
大
名
」に
復
帰
し

七
年
後
の
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）十
二
月
二
十
九
日
五
十
九
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
丸
岡
有
馬
氏
は
、
一か
ず

準の
り

─
孝
純
─
允ま
さ

純
─
誉し
げ

純
─
徳の
り

純
─
温は
る

純
─
道
純

と
八
代
、
一
七
七
年
間
続
き
丸
岡
で
維
新
を
迎
え
て
い
る
。

　
な
か
で
も
二
代
・
一
準
の
頃
よ
り
譜
代
大
名
に
準
じ「
帝
鑑
の
間
詰
め
」と
な
り
五

代
誉
純
は
二
十
三
歳
の
若
さ
で「
奏
者
番
・
寺
社
奉
行
・
若
年
寄
」と
累
進
。
最
後
の

八
代
道
純
は
老
中
に
登
用
さ
れ
る
な
ど
、
幕
閣
に
地
位
を
進
め
、
晴
信
の
汚
名
を
完
全

に
雪
い
だ
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。�

（
全
国
歴
研
本
部
運
営
委
員
・
本
会
会
員
）

　〔
引
用
文
献
〕

　『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』『
徳
川
加
除
封
録
』『
戦
国
人
名
事
典
』『
国
乗
遺
聞
』『
藩
主
総
覧
』

　『
宮
崎
県
史
近
世
編
通
史
』『
新
潟
県
史
近
世
編
通
史
』

三
九
九
号
　
平
成
二
十
七
年
十
月
十
日

日
野
江
有
馬
氏
転
封
の
軌
跡

　
　
　
晴
信
の
汚
名
を
雪
い
だ
苗
孫
た
ち

○
長
崎
く
ん
ち
も
、
中
秋
の
名
月
も
終お
わ

り
ま
し
た
。

○
長
崎
の
名
月
と
言
え
ば
諏
訪
公
園
内
に「
月
見
茶
屋
」が
あ
り
、
月
見
団
子
の「
ボ
タ
も

ち
」も
あ
る
。「
ボ
タ
も
ち
」と
は
、
古
賀
十
二
郎
氏
の
解
説
に
よ
る
と
東
イ
ン
ド
語
で
ボ

タ（bhatta' buda

）は
米
の
事
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
長
崎
の
唄
に「
お
ス
ワ
の
ボ
タ

餅
あ
じ
ゃ
よ
か
ろ
」と
あ
る
。「
べ
た
も
ち
」と
言
う
人
も
い
る
。

○
最
近
は
何
故
か
、
各
方
面
よ
り
本
会
へ
の
問
い
合
せ
が
多
い
。

　
其
の
一
つ（
問
一
）長
崎
に
は
石
橋
や
石
だ
た
み
、
大
き
な
石
造
り
の
墓
が
多
い
よ
う
で

す
が
其
の
石
材
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
す
か
。

○
答
．
そ
の
参
考
資
料
と
し
て
は
布ほ

 て
い袋
厚
先
生
著『
長
崎
石
物
語
』（
長
崎
文
献
社
刊
）を
先

ず
よ
ま
れ
る
と
よ
い
。昔
よ
り
長
崎
周
辺
の
山
に
は
多
く
の
良
質
の「
長
崎
産
の
安
山
岩
」

が
あ
り
、
其
れ
に
応
じ
た
多
く
の
石
切
場
が
あ
っ
た
事
と
、
一
六
二
〇
年
頃
よ
り
唐
寺
の

建
設
が
始
り
、多
く
の
中
国
の
石
工
達
が
渡
来
し
て
来
た
事
に
起
因
し
て
い
る
と
言
う
。

　（
問
二
）次
に
、
佐
世
保
の
方
よ
り「
ゴ
マ
豆
ふ
」は
長
崎
が
日
本
最
初
の
発
祥
の
地
で
す
か
。

○
答
．
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）寺
島
良
安
の『
和
漢
三
才
図
会
』の
豆
腐
の
項
に
は
ゴ
マ
豆

腐
は
な
い
が
、一
八
〇
〇
年
頃
の『
豆
腐
百
珍
』に
は
ゴ
マ
豆
腐
の
こ
と
が
記
し
て
あ
り
、

足
立
敬
亭
著
の
料
理
編
に
は
胡
麻
豆
腐
と
胡
麻
よ
せ
の
二
種
が
あ
り
、「
胡
麻
豆
腐
は

砂
糖
、
塩
を
加
う
」と
あ
る
。
こ
の
甘
い「
長
崎
ゴ
マ
と
う
ふ
」は
、
多
分
一
八
〇
〇
年
前

後
に
長
崎
に
来
航
し
て
き
た
唐
船
の
人
達
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
物
と
私
は
考
え
て
み
た
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
册

一
、
𠮷
良
史
朗
先
生
よ
り『
近
世
後
期
　
長
崎
和
歌
撰
集
集
成
』（
雅
俗
研
究
叢
書
2
）

　
本
文
一
は
瓊
浦
集（
中
島
広
足
編
）玉
園
長
歌
集（
青
木
永
章
詠
）夜
雨
菴
集（
近
藤
光
輔

詠
）。
解
説
・
近
世
後
期
の
長
崎
歌
壇
の
四
編
。

　
幕
末
の
長
崎
三
歌
人
の
作
歌
に
は
長
崎
と
い
う
土
地
柄
よ
り
あ
ら
わ
れ
た
き
わ
め
て
特
徴

的
な
歌
で
あ
る
事
等
が
論
考
さ
れ
、
今
後
の
長
崎
歌
史
研
究
の
上
に
は
是
非
一
読
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
ぬ
参
考
資
料
で
あ
っ
た
。（
九
州
大
学
文
学
部
川
平
研
究
室「
雅
俗
の
会
」発
行
）

一
、
本
会
の
古
屋
陸
夫
氏
よ
り
、
古
屋
氏
が『
九
州
文
学
第
三
十
一
号
』に
発
表
さ
れ
た

「
ハ
ル
ピ
ン
の
空
の
下
」。
古
屋
氏
は
小
学
校
一
年
の
と
き
、
昭
和
十
九
年
八
月
ハ
ル
ピ

ン
よ
り
父
母
に
つ
れ
ら
れ
て
佐
世
保
の
地
に
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ

の
悲
し
い
物
語
が
語
ら
れ
て
い
る
。
涙
し
て
読
ま
せ
て
戴
い
た
。

○
十
一
月
一
日（
日
）午
后
一
時
半
よ
り
長
崎
市
立
図
書
館

主
催
・
第
八
回
長
崎
学
講
座（
講
師
・
越
中
哲
也
）あ
り
、

出
席
希
望
者
は
座
席
の
都
合
上
、
同
図
書
館
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
と
の
事（
無
料
）

荒
濵
　
　
茂

延岡城石垣　（荒濵氏撮影）


